
平成２９年１１月の主な動き、取組 

 

１ 雇用失業情勢への対応（平成２９年９月内容） 

 

 
 
 
・各種支援事業、求職者支援制度、各種助成金などの活用による就職促進 
・積極的な正社員求人開拓の実施 

 ・若者、女性、障害者、高年齢者の就職実現 
 

２「介護就職デイ」に各地で就職面談会等を開催 

11 月 11 日の「介護の日」を中心とする「介護就職デイ」（10 月 21 日～11 月 28 日）

に、県内 8 か所のハローワークで就職面談会等を開催し、福祉・介護サービス分野の

人材確保の取組を行います。 

 

３ １１月１５日（水）に「建築工事現場合同パトロール」を実施  

鹿児島労働局では、建設業における労働災害による休業 4日以上の死傷者が昨年

より増加し、特に建築工事業の占める割合が増加しております。現在、取り組んで

いる「鹿児島労働局労働災害防止対策【緊急かごっまゼロ災運動】」の一環と

して、11 月 15 日（水）に鹿児島県建築協会と合同で、建築工事現場のパトロールを

実施し、労働災害が多発する傾向にある年末年始に向けた労働災害防止対策への取

組の徹底を呼びかけることとしています。 

 

４ １２月２日（土）に「過労死等防止対策推進シンポジウム」を開催  

   12 月 2 日（土）に、かごしま県民交流センター（第 4 大研修室）において「過労

死等防止対策推進シンポジウム」を開催します。 

 

 

 

 

 

有効求人数    39,894 人  対前年同月比 14.7％増（37 か月連続の増加） 

 有効求職者数   33,250 人   対前年同月比  2.5％減（89 か月連続の減少） 

 有効求人倍率（季調値 1.24 倍   対前月比 0.01 ポイント増 



1 
 

9 月の有効求人倍率は 1.24 倍で、前月を 0.01 ポイント 

上回り、統計開始以来、過去最高となる 
 

鹿児島県の 9 月の有効求人倍率（季節調整値）は 1.24 倍となり、前月を 0.01 ポイント上回りました。 

新規求人倍率（同）は 1.80 倍となり、前月を 0.08 ポイント上回りました。 

正社員有効求人倍率（原数値）は 0.85 倍となり、前年同月（0.67 倍）を 0.18 ポイント上回りました。 

新規求人数（同）は前年同月に比べ、10.2％増と 14 か月連続で増加しました。 

産業別では、前年同月に比べ、建設業（37.3％増）は 2 か月ぶりの増加、製造業（20.9％増）は 11 か月連

続の増加､運輸業、郵便業（14.4％増）は 5 か月連続の増加、卸売業、小売業（4.5％増）は 14 か月連続の

増加、宿泊業、飲食サービス業（7.4％減）は 2 か月連続の減少、医療、福祉（14.9％増）は 23 か月連続の

増加、他のサービス業（13.9％増）は 2 か月連続の増加となりました。 

新規求職者数（同）は前年同月に比べ 0.7％増と 8 か月ぶりの増加となりました。 

新規常用求職者について態様別に前年同月比でみると、在職求職者(11.0％増)は 2 か月連続の増加、

離職求職者（増減なし）は 12 か月連続の減少後増減なし、無業求職者（14.7％減）は 8 か月連続の減少と

なりました。 

離職求職者の内訳では、事業主都合離職者(5.3％増)は 22 か月ぶりの増加、自己都合離職者(1.3％減)

は 2 か月連続の減少なりました。 

政府の 9 月の月例経済報告では、個人消費、設備投資、輸出、生産、企業収益、消費者物価について

は、いずれの項目も据え置かれました。景気の基調判断は、「景気は、緩やかな回復基調が続いている」

と、据え置かれました。また、雇用情勢は「改善している」と据え置かれました。 

鹿児島県の雇用情勢は、有効求人倍率（季節調整値）が17か月連続で1倍台となり、有効求人数（原数

値）が、37 か月連続で前年同月を上回り、昭和 38 年 4 月の統計開始以来、過去最高となるなど、全体とし

ては企業の採用意欲は高く、引き続き改善傾向にあるものの、産業により求人の増減にばらつきがみられ

ることから、今後の求人・求職の動きには注視が必要と思われます。 

鹿児島労働局では、現下の雇用情勢に適切に対応するため、若者・女性・障害者・高年齢者の就業実

現、地域の実情を踏まえた公共職業訓練や求職者支援訓練の推進、就職困難者等すべての求職者の就

労に向けた重層的なセーフティネットの構築による就労・生活支援対策に積極的に取り組み、今後とも一

層効果的な行政の展開に努めてまいります。 

 

 



鹿 児 島 労 働 局   職 業 安 定 部
　職 業 安 定 課 長
　地方労働市場情報官

最　近　の　雇　用　失　業　情　勢

概　　況

１.　求人倍率の推移(  パートを含む、年度平均は原数値、各月は季節調整値  )

24
年度
25 26 27 28

28年
9月
10月 １１月 １2月

29年
１月
２月 3月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

本県 0.66 0.72 0.78 0.89 1.06 1.05 1.08 1.09 1.10 1.12 1.10 1.12 1.15 1.17 1.21 1.23 1.23 1.24

全国 0.82 0.97 1.11 1.23 1.39 1.38 1.40 1.41 1.43 1.43 1.43 1.45 1.48 1.49 1.51 1.52 1.52 1.52

本県 1.09 1.13 1.24 1.36 1.59 1.67 1.64 1.62 1.67 1.68 1.63 1.62 1.79 1.80 1.78 1.80 1.72 1.80

全国 1.32 1.53 1.69 1.86 2.08 2.10 2.11 2.15 2.19 2.13 2.12 2.13 2.13 2.31 2.25 2.27 2.21 2.26

*28年12月以前の各月の季節調整値（下線部分）は季節調整値替済み

２.　求人の動き(  パートを含む、原数値  )
　9月の新規求人数（パートを含む、原数値）は、前年同月に比べ10.2％増と14ヶ月連続の増加となった。

　9月の新規求人数（同）を産業別に前年同月比でみると、【建設業】（37.3％増）は2ヶ月ぶりの増加、【製造業】（20.9％増）は

11ヶ月連続の増加､【運輸業、郵便業】（14.4％増）は5ヶ月連続の増加､【卸売業、小売業】（4.5％増）は14ヶ月連続の増加、

【宿泊業、飲食サービス業】（7.4％減）は2ヶ月連続の減少、【医療、福祉】（14.9％増）は23ヶ月連続の増加、【サービス業】

（13.9％増）は2ヶ月連続の増加となった。

　9月の有効求人数（パートを含む、原数値）は、前年同月に比べ14.7％増と37ヶ月連続の増加となった。

(   ) 内前年同月比(％)

   新産業分類

新規求人数

Ｄ　建設業

Ｅ　製造業

有効求人数

－ １ －

鹿 児 島 労 働 局 発 表
平成２９年10月31日（火）

（　平成２９年９月分　）

有効求人倍率

新規求人倍率

　　なお、全国の9月の有効求人倍率(  季節調整値  )は1.52倍となり、前月と同水準となった。

日髙　謙次
前野　勇策

　・鹿児島県の９月の有効求人倍率(  季節調整値  )は1.24倍となり、前月を0.01ポイント上回った。

Ｈ　運輸業、郵便業

Ｉ　卸売業、小売業

(13.9)

(17.0)

℡．　099  (  219  )  8711

7月

1,262 1,472 (37.3)

(12.7)

(20.9)

(9.6) (10.2)14,630

9月8月

平成28年度

(  月平均  )

13,305

1,221

13,602(9.7)

6月

1,463

(8.7)

(14.4)

1,142

3,918

1,567

39,111

(13.2)3,583

Ｍ　宿泊業、飲食サー
     ビス業

Ｐ　医療、福祉

2,205

(14.0)

Ｒ　サービス業（他に分
    類されないもの）

39,894

（▲8.9）

35,974

1,446 (▲ 1.3) 1,6691,247

(11.6)

(26.4)

(14.4)

1,525

2,108

(14.7)

(13.9)

(4.5)

(▲7.4)1,095

4,134

1,022

3,634 (14.9)(1.5)

(▲12.9)

38,92638,415

14,284

(15.9)

(16.2)458

3,564

14,273

(12.8)

(30.7)

(▲ 0.1)

(43.3)1,337

613

1,322

(9.7)(49.0) 770

(5.0)(4.1) 2,375

742

1,611

(22.4) 1,225 (▲7.6)1,031

(8.3) (7.9) (32.6)

1,026 (28.8)

1,549

599 (14.9)

1,247

2,0702,098

(19.3)

(7.9) (0.6)

(13.7)

平成29年

0.4

0.6

0.8

1.0

1.2

1.4

1.6

1.8

2.0

2.2

2.4

24年度 25 26 27 28 28年

9月

10月 １１月 １2月 29年

１月

２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

（ 倍 ） 本県 (  有効 ) 全国 (  有効 )

本県 (  新規 ) 全国 （ 新規 ）

全国 （新規）
本県（新規）

全国（有効)

本県（有効）



３.　求職の動き(パートを含む、原数値。 但し、※「うち３４歳以下」と、※（新規常用求職者態様別内訳）は臨時・季節を除く常用。）
 　9月の新規求職者数（パートを含む、原数値）は、前年同月に比べ0.7％増と8ヶ月ぶりの増加となった。

   新規常用求職者について態様別に前年同月比でみると、在職求職者（11.0％増）は2 ヶ月連続の増加となった。

   また、離職求職者は１２ヶ月連続の減少後増減なし、無業求職者（14.7％減 ）は8ヶ月連続の減少となった。

　 離職求職者の内訳をみると、事業主都合離職者（5.3％増）は22ヶ月ぶりの増加となった。

　 自己都合離職者（1.3％減)は2ヶ月連続の減少となった。

　 9月の受給資格決定件数(8.4％減)は5ヶ月連続の減少となった。

   また、受給者実人員（8.0％減）は54ヶ月連続の減少となった。

　9月の有効求職者数（パートを含む、原数値）は、前年同月に比べ2.5％減と89ヶ月連続の減少となった。

(   ) 内前年同月比(％)

新規求職者数

※うち３４歳以下

うち５５歳以上

有効求職者数

※うち３４歳以下

うち５５歳以上

※( 新規常用求職者態様別内訳 ) (   ) 内前年同月比(％)

在職求職者

離職求職者

うち事業主都合

うち自己都合

無業求職者

　　　　　　

４.　就職の動き(パートを含む。但し、※「うち３４歳以下」は臨時・季節を除く常用。）
　9月の就職件数（パートを含む）は、前年同月に比べ2.8％減と2ヶ月連続の減少となった。

(   ) 内前年同月比(％)

就職件数

※うち３４歳以下

うち５５歳以上

５.　完全失業率(  全国  )

  完全失業率        (  ％  )

  完全失業者数  (  万人  )

※完全失業率は季節調整値
* 下線部分は季節調整替え済み

資料出所：総務省統計局「労働力調査 」

－ ２ －

2.8

平成29年

平成29年

平成29年

(11.0)

(1.8) (0.3)

7月

8月

2,274

1,864

(▲ 7.1)

7月

781

(0.6)3,382

(▲ 9.7)

(▲ 7.1)

(  月平均  )

210

3.1

(▲ 2.0)

1,235

5月

(▲ 9.3)

(▲ 3.6)

(▲ 8.4)

8,219

1,721 (▲ 0.9)

(▲ 4.7)

(▲ 8.0)

8,355

平成28年度

7,360

(5.2)

3,177

6月

2,677(▲ 5.4)

(▲ 3.9)

4,166

8月

(▲ 6.4)

7月

(▲ 3.7)

4,539

(▲ 2.4)

(▲ 5.5) (▲ 2.6)

(▲ 1.4)

4,904

3,018

3,232

(6.0)

9月

(0.7)8,304

2,941

17,625 (▲ 4.7)

(13.1)1,878

1,916

1,956

1,942

2,797

(7.6)

3,575

(▲ 5.3)18,054

(▲ 5.3) (▲ 5.3)

(6.0)3,400

(▲ 8.7)

(▲ 3.1)

10,780

(▲ 8.4)

(▲ 2.5)

17,255

(1.9)

17,323

4,962

7,706

32,899

(▲ 6.2)

(▲ 4.6)

4,880

33,910

平成28年度

6,632

11,317

(▲ 7.5)

(▲ 10.0)3,056

(▲ 9.0)

(▲ 6.1)

(1.7)

(▲ 6.5)

993

(▲ 4.6)3,653

3,537

(  月平均  )

平成28年度

(▲ 5.3)

845

702

1,181

雇用保険受給者

４４歳以下

４５歳以上 1,413

2,124

新規常用求職者 8,270

(▲ 7.5)

33,192

４５歳以上

11,201

(▲ 2.9)

9,647

6月

(▲ 7.2)

４５歳以上

1,920

3,475

2,003

(▲ 4.3)

(▲ 3.5)

3,194

(8.1)

(1.9)

2,121

４４歳以下

7,771

4,644

236

3.6

２６年平均

(▲ 2.3)

(2.8)

208

3.1

818

1,025

222 190

2.8
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2.83.4
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2.8
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2.8
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(▲ 2.6)
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(6.5)
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1,129
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8,044 7,217
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(▲ 9.9)

2,237

(  月平均  )
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４４歳以下

2,099
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(▲ 8.0)
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(▲ 6.6)983

6月

(▲ 4.3)

(2.5)

(▲ 9.6)
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(0.1)
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6月
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(▲ 5.5)

(▲ 2.8)
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(▲ 9.7)
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961
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9月
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(▲ 6.6)
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(0.9)
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(11.0)

8月

(▲ 1.0)15,644



6.正社員の職業紹介状況（原数値）
(   ) 内前年同月比(求人数、求職者数は％、その他はポイント)

※常用フルタイム求職者・・・・パート及び4カ月未満の臨時を希望する求職者以外の求職者

7.平成29年度　鹿児島労働局　安定所別　有効求人倍率（原数値） ※パートタイムを含む　様式３

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 年度計

有効求職 14,142 14,274 14,045 13,394 13,265 13,527 82,647
有効求人 16,493 16,181 16,323 15,886 15,957 16,141 96,981
求人倍率 1.17 1.13 1.16 1.19 1.20 1.19 1.17
有効求職 4,509 4,421 4,298 4,146 4,227 4,240 25,841
有効求人 5,446 5,302 5,168 5,209 5,302 5,424 31,851
求人倍率 1.21 1.20 1.20 1.26 1.25 1.28 1.23
有効求職 2,328 2,289 2,192 2,138 2,165 2,121 13,233
有効求人 2,611 2,475 2,381 2,414 2,515 2,660 15,056
求人倍率 1.12 1.08 1.09 1.13 1.16 1.25 1.14
有効求職 1,684 1,653 1,638 1,567 1,599 1,662 9,803
有効求人 2,163 2,200 2,159 2,169 2,168 2,147 13,006
求人倍率 1.28 1.33 1.32 1.38 1.36 1.29 1.33
有効求職 497 479 468 441 463 457 2,805
有効求人 672 627 628 626 619 617 3,789
求人倍率 1.35 1.31 1.34 1.42 1.34 1.35 1.35
有効求職 4,846 4,786 4,528 4,328 4,347 4,231 27,066
有効求人 5,424 5,272 5,135 5,254 5,447 5,604 32,136
求人倍率 1.12 1.10 1.13 1.21 1.25 1.32 1.19
有効求職 3,135 3,068 2,924 2,854 2,862 2,802 17,645
有効求人 3,599 3,534 3,428 3,541 3,624 3,778 21,504
求人倍率 1.15 1.15 1.17 1.24 1.27 1.35 1.22
有効求職 1,711 1,718 1,604 1,474 1,485 1,429 9,421
有効求人 1,825 1,738 1,707 1,713 1,823 1,826 10,632
求人倍率 1.07 1.01 1.06 1.16 1.23 1.28 1.13
有効求職 4,369 4,399 4,379 4,094 4,047 4,087 25,375
有効求人 4,119 4,338 4,419 4,211 4,303 4,606 25,996
求人倍率 0.94 0.99 1.01 1.03 1.06 1.13 1.02
有効求職 1,642 1,672 1,658 1,519 1,475 1,480 9,446
有効求人 1,483 1,605 1,623 1,498 1,520 1,597 9,326
求人倍率 0.90 0.96 0.98 0.99 1.03 1.08 0.99
有効求職 1,624 1,636 1,680 1,596 1,586 1,604 9,726
有効求人 1,386 1,469 1,572 1,486 1,462 1,717 9,092
求人倍率 0.85 0.90 0.94 0.93 0.92 1.07 0.93
有効求職 1,103 1,091 1,041 979 986 1,003 6,203
有効求人 1,250 1,264 1,224 1,227 1,321 1,292 7,578
求人倍率 1.13 1.16 1.18 1.25 1.34 1.29 1.22
有効求職 5,140 5,207 5,139 4,803 4,727 4,858 29,874
有効求人 5,613 5,755 5,778 5,538 5,584 5,792 34,060
求人倍率 1.09 1.11 1.12 1.15 1.18 1.19 1.14
有効求職 4,378 4,446 4,382 4,116 4,064 4,160 25,546
有効求人 4,866 5,024 5,046 4,855 4,920 5,104 29,815
求人倍率 1.11 1.13 1.15 1.18 1.21 1.23 1.17
有効求職 762 761 757 687 663 698 4,328
有効求人 747 731 732 683 664 688 4,245
求人倍率 0.98 0.96 0.97 0.99 1.00 0.99 0.98
有効求職 616 623 750 721 598 590 3,898
有効求人 702 672 676 690 693 715 4,148
求人倍率 1.14 1.08 0.90 0.96 1.16 1.21 1.06
有効求職 1,981 1,910 1,780 1,706 1,688 1,717 10,782
有効求人 1,655 1,571 1,612 1,627 1,640 1,612 9,717
求人倍率 0.84 0.82 0.91 0.95 0.97 0.94 0.90
有効求職 35,603 35,620 34,919 33,192 32,899 33,250 205,483
有効求人 39,452 39,091 39,111 38,415 38,926 39,894 234,889
求人倍率 1.11 1.10 1.12 1.16 1.18 1.20 1.14

鹿児島地域 ・・・鹿児島 北薩地域 ・・・川内、出水、宮之城 大隅地域 ・・・鹿屋、大隅 南薩地域 ・・・加世田、伊集院、指宿

姶良地域 ・・・国分、大口 熊毛地域 ・・・熊毛 奄美地域 ・・・名瀬

-3-

※地域別：安定所の管轄区分

※（参考）　１～４及び７については昭和３８年４月より、５については昭和２８年1月より、６については鹿児島局は平成１９年１月より統計開始 　

県計

指宿

姶良地域

国分

大口

熊毛地域

奄美地域

伊集院

安定所

鹿児島
地　 域

北薩地域

川内

出水

宮之城

大隅地域

鹿屋

大隅

南薩地域

加世田

(▲ 2.1)

全新規求人における
構成比 40.3% (2.0) 43.3% (4.1)

全求職者における
構成比 63.5%

21,518 (▲ 5.7)

新規常用フルタイム
求職者数 5,461 (▲ 8.8) 5,145 (▲ 6.1)

(0.7) 43.7% (2.2)

(▲ 0.8)

正社員有効求人数

全有効求人における
構成比

62.6%

(1.5) 42.9%

16,495

42.2% (1.3) 42.4%

(15.9)

(0.14)

全　　国 0.89 (0.12)

正社員有効求人倍率 0.68

14,707 (18.1) 16,300

0.78 (0.16)

(20.9)

63.6%

(0.17) 1.26 (0.29)

有効常用フルタイム
求職者数

全新規求職者における
構成比

正社員新規求人倍率 0.98

65.4% (▲ 1.2)

40.9% (1.5)

17,441

1.19

(16.0)

6,041 (8.8) 6,672

0.95 (0.13) 0.98 (0.13)

5,078

(▲ 0.3) 45.6%

(29.5)

(▲ 1.0)(▲ 1.5) 64.3% (▲ 2.3)

(▲ 6.8) 5,285

65.3% (▲ 2.2)

正社員新規求人数 5,361 (14.3) 6,187

平成28年度

6月(  月平均  )

(14.4)

(0.20)

7月

(21.5) 5,589

1.20 (0.27) 1.18 (0.21)

平成29年

(▲ 1.3)

20,447(▲ 7.1)20,250(▲ 6.6)20,287(▲ 6.3)21,155(▲ 8.1)

61.6% (▲ 2.3) 61.5%

1.03 (0.14)

9月8月

(▲ 2.3)61.1%(▲ 2.2)60.6%

4,730 (▲ 5.9)

0.85 (0.18)

(0.13)

0.82(0.17)0.80 (0.16)

(20.1) 16,697

1.00

(6.8)41.1% (▲ 0.9) 42.3%



～ 「介護就職デイ」に各地で就職面談会等を開催します ～ 

 

団塊の世代が後期高齢者となり、認知症や医療ニーズを併せ持つ要介護高齢者の増大が

見込まれています。 

また、少子高齢化の進行等により、全産業において労働力の確保が困難となっていくこ

とが予想される中、２０２５（平成 37）年に向け、「福祉・介護サービス」分野の人材を、

量・質ともに安定的に確保することが課題となっています。 

国民生活を支える福祉・介護制度を維持するためには、「福祉・介護サービス」分野が

魅力ある職業として社会的に認知され、若い世代からも就職を希望されるよう、業界の現

状や取組などを周知する必要があります。 

厚生労働省では、平成２０年度から、「１１月１１日」を「介護の日」と定め、高齢者

や障害者等の介護に関する啓発を重点的に実施し、関係機関との連携による人材確保・定

着促進に努めており、鹿児島県内の各ハローワークにおいても、「介護就職デイ」とする

取組において、下表の就職面談会等を開催いたします。 

介護の仕事に興味のある方は、この機会に是非ご参加ください。 

 

各行事の詳細に関しましては、開催する安定所までお問い合わせください。 

開 催 日 時 開 催 場 所 等 実 施 内 容 

10 月 21 日（土） 

13:00～16:00 

ハローワーク鹿屋（鹿屋市北田町 3-3-11） 

お問合せ ０９９４－４２－４１３５(鹿屋) 

お問合せ ０９９－４８２－１２６５(大隅) 

 

就職面談会 

11 月 2 日（木） 

10:30～15:00 

ハローワーク川内（薩摩川内市若葉町 4-24） 

お問合せ ０９９６－２２－８６０９ 

就職相談 

 

11 月 2 日（木） 

10:00～15:00 

ハローワーク鹿屋（鹿屋市北田町 3-3-11） 

お問合せ ０９９４－４２－４１３５ 

就職相談 

 

11 月 7 日（火） 

10:30～15:00 

ハローワーク指宿（指宿市東方 9489-11） 

お問合せ ０９９３－２２－４１３５ 

就職相談 

11 月 8 日（水） 

10:00～15:00 

ハローワーク国分（霧島市国分中央 1-4-35） 

お問合せ ０９９５－４５－５３１１ 

就職相談 



開 催 日 時 開 催 場 所 等 実 施 内 容 

11 月 9 日（木） 

10:00～12:00 

ハローワーク宮之城（薩摩郡さつま町宮之城屋地 2035-3） 

お問合せ ０９９６－５３－０１５３ 

就職相談 

(予約制) 

11 月 14 日（火） 

10:30～15:00 

ハローワーク加世田（南さつま市加世田東本町 35-11） 

お問合せ ０９９３－５３－５１１１ 

就職相談 

11 月 14 日（火） 

14:00～16:00 

ハローワーク名瀬（奄美市名瀬長浜町 1-1） 

お問合せ ０９９７－５２－４６１１ 

就職相談 

11 月 15 日（水） 

13:30～16:00 

鹿児島サンロイヤルホテル（鹿児島市与次郎 1-8-10） 

お問合せ ０９９－２５０－６０６５ 

就職面接会 

 

11 月 16 日（木） 

10:30～15:00 

ハローワーク川内（薩摩川内市若葉町 4-24） 

お問合せ ０９９６－２２－８６０９ 

就職相談 

 

11 月 16 日（木） 

10:00～15:00 

ハローワーク鹿屋（鹿屋市北田町 3-3-11） 

お問合せ ０９９４－４２－４１３５ 

就職相談 

 

11 月 21 日（火） 

14:00～16:00 

ハローワーク名瀬（奄美市名瀬長浜町 1-1） 

お問合せ ０９９７－５２－４６１１ 

就職相談 

(看護職出張) 

11 月 22 日（水） 

10:00～15:00 

ハローワーク国分（霧島市国分中央 1-4-35） 

お問合せ ０９９５－４５－５３１１ 

就職相談 

11 月 28 日（火） 

10:00～12:00 

ハローワーク大口（伊佐市大口里 768-1） 

お問合せ ０９９５－２２－５６２７ 

就職相談 

(予約制) 

11 月 28 日（火） 

14:00～16:00 

ハローワーク名瀬（奄美市名瀬長浜町 1-1） 

お問合せ ０９９７－５２－４６１１ 

就職相談 

 



● 11 月 15 日（水）に「建築工事現場合同パトロール」を実施 

 

鹿児島労働局では、労働災害の増加に歯止めをかけ、減少に転じさせるため、 

「鹿児島労働局労働災害防止対策【緊急かごっまゼロ災運動】」期間の

取組みの一環として、鹿児島労働局長が鹿児島県建築協会と合同で、次の日

程で鹿児島市内の建築工事現場のパトロールを実施し、建築工事現場における

安全な作業方法の取組みを一層促すとともに、労働災害が多発する傾向にある

年末年始に向けた労働災害防止対策への取組み徹底を呼びかけることとしてい

ます。 

 

１ 日  時  平成 29 年 11 月 15 日（水） 

        集合 8:30（一般社団法人 鹿児島県建築協会 鹿児島市城山

町 2番 13 号） 

        出立式 8:40 

        出発 8:50 

２ 現  場  ① 鹿児島西警察署庁舎新築（建築、債務） 

        ② 鹿児島市中央卸売市場魚類市場市場棟新築本体（1工区） 

 参加団体  鹿児島労働局、鹿児島労働基準監督署、鹿児島県建築協会、

建設業労働災害防止協会鹿児島県支部、建築関係団体、建築

専門業団体等 

 

（労働基準部健康安全課） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料 平成 29 年 9 月末 業種別死傷災害発生状況（速報） 



1 転倒 265 21.0%
2 墜落・転落 236 18.7%

1260 13 1282 11 -22 2 -1.7% 18.2% 3 動作の反動・無理な動作 166 13.2%
269 1 239 1 30 0 12.6% 0.0% 4 はさまれ・巻き込まれ 123 9.8%
171 1 142 1 29 0 20.4% 0.0% 5 切れ・こすれ 101 8.0%
18 12 6 0 50.0% 1 転倒 61 22.7%
15 10 5 0 50.0% 2 はさまれ・巻き込まれ 49 18.2%
18 15 3 0 20.0% 3 切れ・こすれ 36 13.4%
13 19 -6 0 -31.6% 4 墜落・転落 32 11.9%
34 41 -7 0 -17.1% 5 激突され 18 6.7%
5 0 5 0 0 0.0% 1 墜落・転落 87 42.2%
206 6 195 2 11 4 5.6% 200.0% 2 激突され 18 8.7%
79 2 80 1 -1 1 -1.3% 100.0% 3 飛来・落下 16 7.8%
90 4 94 1 -4 3 -4.3% 300.0% 4 切れ・こすれ 15 7.3%
37 21 16 0 76.2% 5 転倒 14 6.8%
120 3 134 1 -14 2 -10.4% 200.0% 1 墜落・転落 36 33.0%
7 1 6 1 1 16.7% 2 動作の反動・無理な動作 22 20.2%
10 13 -3 0 -23.1% 3 転倒 15 13.8%
102 2 115 1 -13 1 -11.3% 100.0% 4 はさまれ・巻き込まれ 9 8.3%
1 0 1 0 4 交通事故（道路） 9 8.3%
18 0 17 0 1 0 5.9% 1 激突され 10 32.3%
7 8 -1 0 -12.5% 2 飛来・落下 6 19.4%
11 9 2 0 22.2% 3 切れ・こすれ 4 12.9%
68 1 62 2 6 -1 9.7% -50.0% 4 墜落・転落 2 6.5%
37 30 7 0 23.3% 4 転倒 2 6.5%
31 1 32 2 -1 -1 -3.1% -50.0% 1 転倒 152 30.0%
67 63 1 4 -1 6.3% -100.0% 2 動作の反動・無理な動作 108 21.3%
143 0 175 3 -32 -3 -18.3% -100.0% 3 墜落・転落 60 11.8%
23 23 0 0 0.0% 4 交通事故（道路） 48 9.5%
100 125 3 -25 -3 -20.0% -100.0% 5 切れ・こすれ 30 5.9%
2 1 1 0 100.0% 1 転倒 40 40.0%
18 26 -8 0 -30.8% 2 動作の反動・無理な動作 20 20.0%
17 0 17 0 0 0 0.0% 3 墜落・転落 11 11.0%
14 0 6 0 8 0 133.3% 4 切れ・こすれ 10 10.0%
10 0 9 0 1 0 11.1% 5 はさまれ・巻き込まれ 5 5.0%
175 0 187 0 -12 0 -6.4% 1 動作の反動・無理な動作 35 35.7%
74 70 4 0 5.7% 2 転倒 29 29.6%
98 116 -18 0 -15.5% 3 交通事故（道路） 8 8.2%
3 1 2 0 200.0% 4 激突され 4 4.1%
70 0 88 0 -18 0 -20.5% 4 切れ・こすれ 4 4.1%
14 20 -6 0 -30.0% 1 高温・低温の物との接触 10 28.6%
35 43 -8 0 -18.6% 1 転倒 10 28.6%
21 25 -4 0 -16.0% 3 切れ・こすれ 6 17.1%
78 2 85 1 -7 1 -8.2% 100.0% 4 墜落・転落 2 5.7%
0 0 0 0 4 はさまれ・巻き込まれ 2 5.7%
39 1 46 -7 1 -15.2%
0 2 -2 0 -100.0%
39 1 37 1 2 0 5.4% 0.0%
109 2 123 -14 2 -11.4%
507 2 567 4 -60 -2 -10.6% -50.0%

    （事故の型別）　平成29年９月末　業種別死傷災害発生状況（速報）

上記以外の製造業

死傷者数 死亡者数 死傷者数
死亡
者数 死傷者数

死亡
者数

死亡
者数

死傷者数

増減率平成29年 割合増減数平成28年
（同月末）

　業種　　　　　　　年

２　鉱業
３　建設業
１　土木工事業
２　建築工事業
３　その他の建設業

    全産業
１　製造業
１　食料品製造業
４　木材・木製品製造業
９　窯業土石製品製造業
11～12　金属製品製造業
13～15　機械機具製造業

４　運輸交通業
１　鉄道・航空機業
２　道路旅客運送業
３　道路貨物運送業
４　その他の運輸交通業
５　貨物取扱業
１　陸上貨物取扱業
２　港湾運送業
６　農林業
１　農業
２　林業
７　畜産・水産業
８　商業
１　卸売業
２　小売業

３　その他の保健衛生業

３　理美容業
４　その他の商業
９　金融・広告業

15　清掃・と畜業

11　通信業
12　教育・研究業
13　保健衛生業
１　医療保健業
２　社会福祉施設

陸上貨物運送事業（４－３・５－１）

第三次産業（８～17）

14　接客娯楽業
１　旅館業
２　飲食店
３　その他の接客娯楽業
上記以外の事業 
10　映画・演劇業

17　その他の事業
16　官公署

陸上貨物
運送事業

①　死傷者数は、労働者死傷病報告のうち休業見込日数が4日
　以上の災害によるもので、死亡者数を含みます。
②　陸上貨物運送事業及び第三次産業は、別計。

全産業

鹿児島労働局
順
位業種 事故の型 人数

製造業

林業

小売
業

社会
福祉
施設

飲食
店

建設業

第三次
産業



主催：厚生労働省
後援：鹿児島県
協力：過労死等防止対策推進全国センター、全国過労死を考える家族の会、過労死弁護団全国連絡会議

過労死をゼロにし、
健康で充実して
働き続けることのできる社会へ

かごしま県民交流センター
第４大研修室
（鹿児島市山下町14番50号）

［定員］80名

会場

日時 平成29年12月2日（土）
13：30～16：10（受付13：00～）

過
労
死
等
防
止
対
策

推
進
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

過
労
死
等
防
止
対
策

推
進
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

過
労
死
等
防
止
対
策

推
進
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

参加
無料

会場児島鹿



プログラム

会場のご案内

●会場の都合上、事前の申し込みをお願いします。（定員に満たない場合は、当日参加も可能です）
●申し込みはＷｅｂ又はＦＡＸでお願いします。
●参加証は発行いたしません。そのまま当日お越しください。

参加申込について

かごしま県民交流センター
第４大研修室
（鹿児島市山下町14番50号）
・市電「水族館口電停」下車 徒歩 4分
・ＪＲ「鹿児島駅」下車 徒歩 10分
・バス「水族館口」下車 徒歩 5分

電話番号

企業・団体名

次の該当する□に✔をお願いいたします。 
□ 経営者　  □ 会社員　  □ 公務員　  □ 団体職員　  □ 教職員　  □ 医療関係者　  □ 弁護士　  □ 社会保険労務士
□ パート・アルバイト　  □ 主婦　  □ 学生　  □ その他 ［　　　    　　　　　　　　　　　　　      　　　　    　　］

ふ り が な

お 名 前

※申し込みいただいた個人情報は、主催者が適正に管理し、シンポジウム運営のみに使用いたします。

※ 氏名等をご記入いただき、該当する□に✔を入れてください。

過労死等防止対策推進シンポジウム ［参加申込書］

Webからの申し込み：下記ホームページをご覧いただき、申し込みをお願いいたします。

https://www.p-unique.co.jp/karoushiboushisympo

（お問い合わせ先）  株式会社プロセスユニーク  電話：052-934-7202  E-mail：karoushiboushisympo@p-unique.co.jp

FAXでの申し込み：以下の参加申込書に必要事項を記載の上、FAXをお願いいたします。

FAX番号 052-915-1523 株式会社プロセスユニーク
過労死等防止対策推進シンポジウム 受付窓口 行

［行政からの報告］  鹿児島労働局 労働基準部 監督課長　恩田 基弘

［基調講演］「過労死防止法制定から３年 ～過労死防止の到達点と課題～」
  岩 城　穣 氏（過労死等防止対策推進全国センター事務局長）

［過労死問題をテーマにした落語］
  「ケンちゃんの夢」  桂 三風
［過労死遺族の声］
  桐木 弘子 氏（東九州過労死を考える家族の会  代表）

かごしま県民
交流センター

過労死等防止対策推進シンポジウムを開催します。会場児島鹿

桂  三風（かつら さんぷう）
【プロフィール】
師匠、三枝（現六代文枝）よ
り「落語界の新しい風にな
れ！」との願いを込めて名付
けられる。常に時代を感じ
型にはまらない柔軟なスタ
イルで注目されている。


